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キルギス天山山脈グレゴリア氷河におけるDGPS測量と熱収支モデルに
よる氷河の質量収支に関する研究

Mass balance of Gregoriev Glacier, Kyrgyz Tienshan Mts. derived from
differential GPS surveys and energy-balance model
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2005年から2007年にかけて、アイスコア掘削のための予備調査として、キルギス天山山脈、グ
レゴリア氷河にて、DGPS測量と気象観測をおこなった。DGPSによるステークの移動とピット
観測による表面付近の雪密度データから、氷河の形を定常に保つために必要な収支は253 mm水
当量必要であることがわかった。熱収支をベースとする質量収支モデルは、氷河頂上で得られた
雪面レベルをよく再現することができたが、このためにはダスト降下によるものと思われるアル
ベド低下を考慮する必要があった。また、DGPS測量によって、2006年と2007年の1年間の氷河
の標高別高さ変化を求め、熱収支モデルによる質量収支の高度分布と比較した。再解析データを
入力とする、1979年からの約30年間の質量収支復元の結果、1)氷河頂上は融解の影響を受けて
いるものの、2)融解水は再凍結によってその場にとどまっており、3)平衡線は氷河の最高点を越
えてはいないことがわかった。また、4)蒸発を考慮することで、氷河を定常状態に保つための年
降水量と年平均気温は296 mm、-12.2°Cであることを明らかにした。
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